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令和４年第３回（９月）定例会令和４年第３回（９月）定例会

決算議案に対する各会派等の討論（発言順）

２１・未来クラブ （認定）
　コロナ感染の拡大で、12回もの補正予算
を緊急に組む大変な市政の舵取りが求めら
れた中、ワクチン接種や各給付金等、コロナ
対策を市が一丸となり講じたことをまず評
価 する。また、レガシーを創 出する東 京
2020オリンピック・パラリンピックへの取組、
ＧＩＧＡスクール構想等ＩＣＴの推進、小中
学校体育館へのエアコン設置の設計、びん
沼自然公園の整備など、今後の発展につな
がる事業が実行されたことを評価する。

無会派（日本維新の会） （認定）
　年度で見ると３年目となるコロナ禍の中
でも、４月からスポーツ行政の教育委員会
から市長部局への移管をはじめとする組織
再編、また庁舎建替えの方針が示されるな
ど市政に大きな動きのあった年であった。
　気になる点としては、自主財源確保策に
ついて最近、新たなメニューが出てきてい
ない。既に多くの施策が取り組まれているこ
ともあるが、他自治体では新たな取組をし
ている。本市も研究を。

無会派（立憲） （認定）
　国・県からコロナ関連の補助金や助成金
で市独自事業なのか見えづらかった。約15
億円の黒字で財政調整基金を約7.5億円増
加にしたが独自の支援も更に欲しかった。取
組は引き続く子育て支援やエッセンシャルワ
ーカーへの慰労金などコロナ関連対応を評
価。コロナ禍で個人所得や商工業者もまだ厳
しいので丁寧な対応を望む。学校給食費の
完全無償化や18歳までの子ども医療費無料
化、不用額の効率運用も要望し認定する。

を完了した方に対し、オミクロン株対応ワ
クチンの接種をするための補正

 ［３億2,614万8,000円］
・令和３年度に交付された子育て世帯生活

支援特別給付金事業費補助金（ひとり親
世帯以外分）等の超過交付分を返還する
ための補正

 ［5,166万5,000円］

議案第８３号
工事変更請負契約の締結について

［富士見市びん沼自然公園整備工事（設計・
施工）］ （賛成多数可決）
≪履行期限≫
変更前…令和４年12月28日
変更後…令和５年 ３月24日
 （86日間の延長）
≪請負金額≫
変更前…９億5,480万円
変更後…９億8,499万5,000円
 （3,019万5,000円の増額）
≪請負業者≫
東亜道路工業株式会社 北関東支店

議案第８４号
工事請負契約の締結について

［市立水谷小学校校舎増築工事（設計・施
工）］ （全会一致可決）
≪請負業者・請負金額≫
大和リース株式会社　埼玉支店
 ［５億9,950万円］

議案第６７号
富士見市重度心身障害者医療費支給に関
する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて （全会一致可決）
　重度心身障害者医療費の支給において、
加入している健康保険の保険者から標準負
担額の減額認定を受けているときは、食事
療養標準負担額の全額を助成していますが、
低所得者支援の観点から生活療養標準負
担額の食費分についても助成対象とするた
め、条例の一部を改正するものです。　
 ［令和４年９月28日施行］

議案第６８号
富士見市学校給食の実施及び学校給食費
の管理に関する条例の制定について
 （全会一致可決）
　富士見市立学校における学校給食につ
いて、学校給食費を公会計化するため、条
例を制定するものです。
※公会計化…学校給食費を学校独自の会
計（私会計）で管理するのではなく、市の歳
入歳出予算に組み入れて管理すること。こ
れにより、学校給食費は市の収入となり、食
材の購入に係る費用などは市の支出となる。 
 ［令和５年４月１日施行］

議案第６９号
令和４年度富士見市一般会計補正予算

（第５号） （賛成多数可決）
　既定の予算から５億147万3,000円を増
額し、予算の総額を396億1,854万9,000円
とするものです。
≪主な内容と金額≫
・新型コロナウイルスワクチンの初回接種

日本共産党 （不認定）
　新型コロナ対策として事業者や自宅療養
者への支援などは評価するが、感染拡大を
抑えるために市民や保育施設、学校等にお
けるＰＣＲ等検査体制の拡充が必要だった。
びん沼自然公園へのパークゴルフ場整備は
市民の理解を得られていない。市役所西出
張所は閉鎖から１年以上不便を強いられて
いる。早急に代替施設を整備するべき。新型
コロナから命と暮らしを守り、市民の切実
な願いに寄り添う市政への転換を求める。

公明党 （認定）
　東京2020オリパラ大会縮小開催の中、新
型コロナワクチン追加接種推進など市民の
命を守るための行財政運営となった。２回
の小規模企業者等への支援金給付、自宅療
養者への支援品購入、子育て世帯臨時特別
給付金の一括給付、文化芸術によるまちづ
くり事業補助金、小中学校体育館空調設備
工事設計など、市民に寄り添う施策の展開
を評価する。複雑化する課題を捉え更に質
の高い行政サービス構築を望み認定とする。

草の根 （認定）
　エッセンシャルワーカーに慰労金を給付
したことは評価する。東京2020オリンピッ
ク・パラリンピックのレガシーを、後世に引
き継ぐ取組に期待をする。不登校児童数は
過去最高になった。出張教育相談室などの
取組は今後に繋げてほしい。デマンド交通
は回数などについて検討もすべき。最後に、
大きな減収にならなかったことは好材料。
他自治体のモデルも参考にし、自主財源の
確保に注力し、財政運営に努めてほしい。

令和４年第3回（9月）定例会　審議結果
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※表中、（立）は無会派（立憲）、（維）は無会派（日本維新の会）を省略し表記しています。 ※表中、議案等番号の「議」は議員提出議案です。 ※議長の賛否の表明は議長を除く議員の賛否が同数の場合のみです。 
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64 富士見市職員の育児休業等に関する条例及び富士見市職員の勤務時間、休日及び休暇に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 79 令和３年度富士見都市計画事業鶴瀬駅東口土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

65 富士見市手数料条例等の一部を改正する条例の制定について 80 令和３年度富士見市公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算認定について

67 富士見市重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について 82 令和３年度富士見市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

68 富士見市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関する条例の制定について 84 工事請負契約の締結について

70 令和４年度富士見市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号） 報告 6 令和３年度公益財団法人キラリ財団決算について

71 令和４年度富士見市介護保険特別会計補正予算（第１号） 報告 7 債権の放棄について

72 令和４年度富士見都市計画事業鶴瀬駅西口土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 陳情 12「不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための経済的支援制度の確立を求める意見
書」の採択を求める陳情（陳情者　沖山芽衣）

73 令和４年度富士見都市計画事業鶴瀬駅東口土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 議 18 不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための経済的支援制度の確立を求める意見
書の提出について

77 令和３年度富士見市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 議 19 性犯罪の実態に即した刑法の更なる改正を求める意見書の提出について

78 令和３年度富士見都市計画事業鶴瀬駅西口土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について 議 21 女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求める意見書の提出について

66 富士見市学校給食センター設置条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 〇 〇 〇 〇 長
議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

69 令和４年度富士見市一般会計補正予算（第５号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 長
議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

74 令和３年度富士見市一般会計歳入歳出決算認定について 認　定 〇 〇 〇 〇 長
議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

75 令和３年度富士見市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算認定について 認　定 〇 〇 〇 〇 長
議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

76 令和３年度富士見市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定 〇 〇 〇 〇 長
議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

81 令和３年度富士見市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
原案可決　　　
及び認定

〇 〇 〇 〇 長
議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

83 工事変更請負契約の締結について 原案可決 〇 〇 〇 〇 長
議 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

陳情 13 びん沼自然公園整備事業のリスクに関する説明を求める陳情（陳情者　瀬戸口広樹） 不採択 × × × × 長
議 × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇

陳情 14 びん沼自然公園の工事に関する説明会開催を求める陳情 
（陳情者　びん沼自然公園を愛する会　代表者 瀬戸口広樹） 採　択 × × × × 長

議 × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 20 地方の農地の保全と活用のための支援拡充を求める意見書の提出について 原案可決 〇 〇 〇 〇 長
議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

議 22 政府の原発依存政策に反対し、再生可能エネルギー大幅導入への転換を求める意見書の提出について 否　決 × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議 23 消費税減税を求める意見書の提出について 否　決 × × × × 長
議 × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 24 新型コロナ感染症「第７波」から国民のいのちを守るための意見書の提出について 否　決 × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 ×
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。
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。
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っ
と
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。
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触
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。
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ぐ
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・
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奏
を
目
の
前
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聴
け
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動
し
た
。

・
本
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の
ク
ラ
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ッ
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を
間
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で
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け
て
よ
い
経
験
に
な
っ
た
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。
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っ
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曲
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た
の
で
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持
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れ
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。

・
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ア
ニ
メ
ま
で
い
ろ
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う
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う
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う
場
が
あ
る
の
か
と
思

っ
た
。

・
傍
聴
に
来
た
こ
と
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る
が
、
議
員
席
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う
雰
囲
気
だ
っ
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聖
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。
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造
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っ
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・
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長
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し
た
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・
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う
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を
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け
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ほ
し
い
。
こ
う
い
う
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は
小
さ

な
子
ど
も
の
教
育
と
し
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

・
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ナ
感
染
防
止
用
の
ア
ク
リ
ル
板
に
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苦
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が
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し
っ
か
り
対
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が
と
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
た
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・
議
場
の
椅
子
に
座
る
こ
と
が
で
き
て
、
市
政
に
興
味
を
持
っ
た
。
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・
９
月
定
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会
が
８
月
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（
火
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か
ら
９
月
28
日
（
水
）
ま
で

の
30
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
今
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
を
は
じ
め
と
す
る
９
件
の
決
算
認
定
や
、
令
和
４
年

度
富
士
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
な
ど
に
つ
い
て

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

議場コンサート開催議場コンサート開催市制施行50周年記念
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議会映像をインターネットで配信中！
　本会議を生放送
　本会議終了後１週間程度で配信

ライブ中継
録 画 映 像

または
中継

　議員顔写真下の　　　　　　　をスマートフォンや
タブレットなどで読み取ると、それぞれの議員の市政
一般質問一覧や、議場で質問したときの録画映像にア
クセスできます。
　なお、最新映像の公開には時間がかかる場合もござ
いますので、ご了承ください。

①
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
及
ぼ
す
子
ど
も
た
ち
へ

の
影
響
に
つ
い
て

Q
　
市
内
の
児
童
虐
待
の
実
態
は
。

A
　
令
和
３
年
度
は
、
市
へ
の
通

報
が
228
件
で
、
そ
の
う
ち
16
件
を

児
童
相
談
所
に
通
知
し
た
。

Q
　
医
療
機
関
で
の
対
応
は
。

A
　
虐
待
の
疑
い
が
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
、
医
療
機
関
は
児
童
相

談
所
に
通
報
す
る
が
、
そ
の
情
報

は
市
も
共
有
す
る
。

Q
　
様
々
な
事
情
で
保
育
所
や
幼

稚
園
に
通
っ
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ

る
無
園
児
へ
の
対
応
は
。

A
　
乳
幼
児
健
診
の
機
会
な
ど
で

リ
ス
ト
化
し
、
支
援
を
行
う
。

②
様
々
な
分
野
に
及
ぶ
各
種
計
画

に
つ
い
て

Q
　
第
三
次
富
士
見
市
地
域
福
祉

計
画
で
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
て
い
る
全
世
代
型
サ
ロ
ン

の
実
施
状
況
は
。

A
　
多
く
の
人
が
集
ま
る
サ
ロ
ン

の
開
催
自
体
が
困
難
と
な
り
、
活

動
が
停
滞
し
て
い
る
。

①
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
活
用

Q
　
市
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ア
カ

ウ
ン
ト
を
収
益
化
し
、
市
の
財
源

化
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
本
市
も

新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
は
。

A
　
先
行
し
て
い
る
市
に
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
職
員
の
作
業
負

担
も
少
な
く
、
広
告
の
内
容
も
あ

る
程
度
指
定
で
き
、
市
の
ブ
ラ
ン

ド
を
損
な
わ
な
い
こ
と
等
が
確
認

で
き
た
。
収
益
化
に
は
登
録
者

1000

人
以
上
、
過
去
12
か
月
の
再
生
時

間
4000
時
間
が
必
要
だ
が
、
本
市
の

場
合
は
登
録
者
数
が
868
人
、
再
生

時
間
が
1850
時
間
で
ま
だ
収
益
化
の

要
件
を
満
た
す
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
今
後
要
件
を
満
た
し
た
ら
検

討
し
た
い
。

②
消
費
者
問
題
に
つ
い
て

Q
　
４
月
か
ら
18
歳
成
人
が
施
行

さ
れ
た
が
、
新
た
に
成
人
と
な
っ

た
年
代
か
ら
の
相
談
状
況
は
。

A
　
２
件
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に

関
す
る
相
談
が
あ
っ
た
が
、
い
ず

れ
も
解
決
し
て
い
る
。

①
子
ど
も
の
安
全
・
子
育
て
環
境

の
向
上
に
つ
い
て

Q
　
「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る

条
例
」
の
制
定
を
。

A
　
現
時
点
で
制
定
す
る
考
え
は

な
い
が
、
全
て
の
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
し

っ
か
り
推
進
し
て
い
く
。

Q
　
改
め
て
、
18
歳
（
高
校
生
世

代
）
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
を
。

A
　
検
討
し
て
い
な
い
。

②
健
康
で
安
心
・
活
き
活
き
暮
ら

せ
る
た
め
に

Q
　
高
齢
者
に
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
購
入
の
補
助
を
。

A
　
他
の
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

Q
　
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
行
っ

て
い
る
団
体
が
、
冷
蔵
や
冷
凍
保

存
が
必
要
な
食
品
を
一
時
的
に
保

管
で
き
る
共
用
冷
蔵
庫
の
設
置
を
。

A
　
保
管
場
所
の
確
保
に
努
め
る
。

Q
　
常
設
型
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ
）
と

し
て
の
共
用
冷
蔵
庫
の
設
置
を
。

A
　
先
進
事
例
を
注
視
し
て
い
く
。

①
防
災
マ
ン
シ
ョ
ン
認
定
制
度
の

導
入
を

Q
　
対
策
を
実
施
し
て
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
を
「
防
災
力
向
上
マ
ン
シ

ョ
ン
」
と
し
て
市
が
認
定
し
て
は
。

A
　
新
し
い
制
度
で
も
あ
る
の
で

近
隣
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
、

効
果
等
、
研
究
を
し
て
い
く
。

②
高
齢
者
の
相
談
体
制
に
つ
い
て

Q
　
現
在
５
か
所
あ
る
窓
口
を
シ

ン
プ
ル
な
名
称
で
一
本
化
を
。

A
　
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
に
お
い
て

相
談
窓
口
と
し
て
馴
染
ん
で
き
た

の
で
、
一
本
化
は
考
え
て
い
な
い
。

③
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
（
聞
こ

え
の
衰
え
）
へ
の
対
策
を

Q
　
様
々
な
方
法
で
ヒ
ア
リ
ン
グ

フ
レ
イ
ル
に
関
す
る
知
識
や
情
報

の
周
知
を
。

A
　
周
知
啓
発
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

Q
　
財
源
を
考
慮
し
、
必
要
度
の

高
い
対
象
者
を
優
先
し
た
補
聴
器

の
購
入
助
成
制
度
の
導
入
を
。

A
　
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
っ
た
上

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

①
星
野
市
政
２
期
目
の
中
間
検
証

に
つ
い
て

Q
　
２
期
目
の
２
年
間
を
振
り
返

っ
て
の
所
見
は
。

A
　
こ
れ
ま
で
の
２
年
間
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

「
ふ
じ
み
☆
ビ
ジ
ョ
ン
30
+
２
Ｎ

Ｄ
　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
」
と
、
こ
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
反
映
し
た
第
６
次
基
本
構

想
・
第
１
期
基
本
計
画
を
し
っ
か

り
と
前
に
進
め
て
き
た
。

Q
　
２
期
目
後
半
に
向
け
て
の
所

信
は
。

A
　
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
施
策

を
一
層
推
進
し
、
完
成
さ
せ
、
さ

ら
な
る
ス
テ
ー
ジ
に
飛
躍
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
た
い
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
基
づ
く
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

第
６
次
基
本
構
想
で
掲
げ
る
理
想

の
未
来
で
あ
る
「
誰
も
が
自
分
ら

し
く
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力

で
市
政
運
営
に
取
り
組
む
所
存
で

あ
る
。

①
認
知
症
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

Q
　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の

役
割
に
「
認
知
症
の
人
と
家
族
へ

の
一
体
的
支
援
事
業
」
の
企
画
・

調
整
を
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
追

加
し
た
。
本
市
で
の
取
組
は
。

A
　
一
体
的
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

新
た
な
社
会
資
源
と
し
て
、
認
知

症
の
ご
本
人
と
家
族
の
、
診
断
直

後
か
ら
の
家
族
の
関
わ
り
方
を
専

門
的
に
支
え
調
整
す
る
場
を
目
指

す
も
の
で
、
既
存
の
社
会
資
源
を

活
用
し
な
が
ら
地
域
の
専
門
職
や

関
係
者
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
検
討
し
て
い
く
。

②
鶴
瀬
駅
東
口
周
辺
の
魅
力
と
価

値
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り

Q
　
鶴
瀬
東
１
丁
目
に
集
会
所
機

能
を
兼
ね
備
え
た
施
設
の
設
置
を
。

A
　
民
間
施
設
活
用
は
、
財
政
負

担
を
伴
い
、
貸
主
側
の
都
合
に
よ

る
移
転
や
閉
鎖
に
よ
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
へ
の
影
響
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
他
の
公
共
施
設
と
の
複

合
化
に
関
し
て
は
、
検
討
対
象
と

な
る
施
設
の
建
替
え
予
定
は
な
い
。

①
教
育
行
政
に
つ
い
て

Q
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
導
入
は
児

童
生
徒
の
自
主
性
を
育
む
、
助
け

合
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
な
ど
の
効
果
も
期
待
で

き
る
と
認
識
し
て
い
る
が
現
状
は
。

A
　
他
者
と
の
関
わ
り
、
主
体
的

な
学
び
の
一
助
に
も
な
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

Q
　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
を
可
能
な
限

り
全
て
の
学
校
で
取
り
組
む
環
境

の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
。

A
　
令
和
５
年
度
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

②
び
ん
沼
自
然
公
園
整
備
事
業
に

つ
い
て

Q
　
期
待
す
る
声
が
あ
る
一
方
で

心
配
す
る
声
も
聞
か
れ
る
。
費
用

対
効
果
も
含
め
、
事
業
の
具
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
が
必
要
で
は
。

A
　
不
安
を
払
拭
で
き
る
よ
う
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
　
賑
わ
い
づ
く
り
に
向
け
て
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
も
必
要
で
は
。

A
　
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
、
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

Q
　
ワ
ク
チ
ン
対
応
の
状
況
は
。

A
　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
す
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
医
師
会
な
ど

と
速
や
か
に
安
全
に
接
種
が
で
き

る
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
。

②
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
行
政
の
役

割
に
つ
い
て

Q
　
学
校
開
放
で
の
体
育
館
空
調

設
備
利
用
に
つ
い
て
、
方
向
性
は
。

A
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
り
、

利
用
料
金
徴
収
に
つ
い
て
検
討
し

た
り
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
鶴
瀬
駅
東
口
地
域
に
つ
い
て

Q
　
区
画
整
理
地
内
の
交
差
点
で

事
故
が
起
き
た
の
で
、
注
意
喚
起

看
板
の
他
に
も
安
全
対
策
を
。

A
　
一
時
停
止
等
含
め
た
地
域
全

体
の
安
全
規
制
の
協
議
を
行
う
。

Q
　
鶴
瀬
東
１
丁
目
公
園
に
市
掲

示
板
設
置
を
。

A
　
公
園
内
に
設
置
す
る
。

Q
　
権
平
川
の
蓋
掛
け
の
進
捗
は
。

A
　
来
年
度
の
工
事
実
施
に
向
け

て
設
計
中
で
あ
る
。

①
災
害
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

Q
　
浸
水
時
に
お
け
る
富
士
見
台

中
学
校
や
集
会
所
な
ど
へ
、
短
期

避
難
所
の
設
置
と
避
難
所
開
設
キ

ッ
ト
や
備
蓄
品
の
整
備
を
。

A
　
災
害
対
策
本
部
の
判
断
に
よ

り
小
学
校
を
主
体
と
し
て
避
難
所

を
開
設
し
て
い
る
。
小
学
校
以
外

の
避
難
所
に
つ
い
て
は
災
害
規
模

に
応
じ
て
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
避
難
所
開
設
キ
ッ
ト
の

設
置
は
現
状
の
小
学
校
か
ら
中
学

校
や
公
民
館
に
も
広
げ
て
い
く
。

Q
　
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
の
際
、

下
水
道
施
設
に
よ
る
影
響
と
水
道

利
用
を
控
え
る
協
力
を
呼
び
掛
け

る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

A
　
下
水
道
管
内
が
雨
水
で
満
水

状
態
と
な
る
と
通
常
の
汚
水
の
排

水
が
阻
害
さ
れ
る
。
低
地
地
域
で

は
管
路
内
の
圧
力
上
昇
で
汚
水
が

マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
溢
れ
る
現
象
が

見
受
け
ら
れ
る
。
水
道
の
利
用
を

控
え
る
こ
と
は
大
き
な
効
果
が
あ

る
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

節
水
へ
の
協
力
依
頼
を
し
て
い
く
。

①
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

Q
　
子
ど
も
の
「
参
加
す
る
権
利
」

が
特
に
大
事
。
子
ど
も
議
会
、
子
ど

も
会
議
の
定
期
開
催
の
考
え
は
。

A
　
子
ど
も
の
考
え
の
反
映
方
法

を
他
市
事
例
等
で
調
査
し
て
い
く
。

②
障
が
い
の
あ
る
青
年
た
ち
の
学

校
卒
業
後
の
夕
方
支
援
に
つ
い
て

Q
　
夕
方
の
日
中
一
時
支
援
事
業

所
へ
の
補
助
を
し
て
は
ど
う
か
。

A
　
夕
方
の
支
援
が
少
な
い
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
不
安
の
な

い
日
常
が
送
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

Q
　
通
所
事
業
所
で
の
延
長
対
応

の
協
力
要
請
を
し
て
は
ど
う
か
。

A
　
延
長
対
応
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

③
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
に
つ
い
て

Q
　
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
。

A
　
現
在
、
接
種
は
任
意
と
な
る

た
め
助
成
の
考
え
は
な
い
。
定
期

予
防
接
種
化
し
た
時
に
接
種
を
推

進
す
る
。
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
情

報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

①
環
境
施
策
に
つ
い
て

Q
　
市
が
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
の
あ
る
事
業
を
行
う
際
に
、

法
律
や
条
例
の
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
で
も
自
ら
環
境
配
慮
に
関
す

る
検
討
を
行
う
「
自
主
的
な
環
境

配
慮
の
取
組
」
実
施
の
考
え
は
。

A
　
事
業
を
所
管
す
る
部
局
で
は
、

計
画
段
階
や
実
施
段
階
に
お
い
て

環
境
影
響
の
把
握
や
対
策
を
図
り

な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
る
た

め
、
一
律
に
自
主
的
な
環
境
調
査

を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

Q
　
循
環
型
の
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
、
チ
ッ
プ
や
燃
料
に
な
る
剪

定
枝
及
び
石
け
ん
や
タ
イ
ヤ
の
原

料
に
な
る
食
用
廃
油
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
市
と
し
て
行
っ
て
は
ど
う
か
。

A
　
剪
定
枝
・
食
用
廃
油
と
も
に
、

資
源
化
に
向
け
調
査
・
研
究
中
。

②
公
営
プ
ー
ル
の
整
備
に
つ
い
て

Q
　
富
士
見
ガ
ー
デ
ン
ビ
ー
チ
が

閉
園
し
た
が
プ
ー
ル
を
望
む
声
は

多
い
。
市
の
見
解
は
。

A
　
新
た
な
公
営
プ
ー
ル
の
整
備

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。

①
西
出
張
所
の
早
期
再
開
を

Q
　
６
月
の
定
例
会
で
早
期
再
開

を
求
め
る
陳
情
が
賛
成
16
、
反
対

４
と
い
う
大
差
で
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
を
重
く
受
け
止
め
、
早

急
に
具
体
的
な
対
応
を
す
べ
き
。

A
　
現
時
点
で
は
検
討
段
階
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

②
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て

Q
　
作
業
所
で
の
日
々
の
就
労
が

終
わ
っ
た
後
に
、
集
え
る
場
所
が

欲
し
い
と
い
う
声
が
利
用
者
や
家

族
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
市
と

し
て
支
援
を
す
べ
き
。

A
　
関
係
者
と
よ
り
良
い
支
援
に

向
け
て
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

③
コ
ロ
ナ
対
策
の
拡
充
を

Q
　
多
く
の
市
内
中
小
事
業
者
は

コ
ロ
ナ
危
機
と
原
材
料
費
等
の
高

騰
で
二
重
苦
に
陥
っ
て
い
る
。
支

援
策
を
講
じ
る
べ
き
。

A
　
国
と
県
の
動
向
を
見
な
が
ら

追
加
支
援
策
を
改
め
て
検
討
す
る
。

Q
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
と
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
の
無
料
配
布
を
す
べ
き
。

A
　
実
施
と
拡
充
の
考
え
は
な
い
。

①
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

Q
　
子
ど
も
の
均
等
割
に
対
し
、

市
の
独
自
減
免
を
。

A
　
今
後
、
保
険
税
を
県
内
で
統

一
し
て
い
く
た
め
、
市
の
独
自
施

策
は
考
え
て
い
な
い
。

②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管

理
者
制
度
に
つ
い
て

Q
　
随
意
指
定
の
基
準
の
改
定
で

ど
う
い
う
変
化
が
生
じ
る
の
か
。

A
　
現
在
の
内
容
を
上
回
る
提
案

が
さ
れ
児
童
は
こ
れ
ま
で
以
上
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
と
認
識
。

Q
　
５
年
ご
と
に
運
営
事
業
者
が

変
わ
れ
ば
、
安
定
性
、
継
続
性
が

損
な
わ
れ
る
。
公
募
に
よ
る
民
間

業
者
参
入
で
、
春
日
部
市
で
は
ト

ラ
イ
が
参
入
し
た
が
支
援
員
が
集

ま
ら
ず
、
保
護
者
が
裁
判
を
起
こ

し
て
い
る
。
新
座
市
や
ふ
じ
み
野

市
で
は
シ
ダ
ッ
ク
ス
だ
が
、
人
の

入
れ
替
わ
り
が
激
し
い
と
聞
い
た
。

こ
れ
で
は
子
ど
も
の
最
善
の
利
益

は
守
れ
な
い
。
再
検
討
を
。

A
　
新
し
い
ル
ー
ル
に
基
づ
き
行

っ
て
い
く
。

①
サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て

Q
　
実
施
状
況
は
。

A
　
財
源
確
保
の
見
通
し
が
立
っ

た
た
め
令
和
５
年
度
予
算
編
成
に

向
け
た
サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
は
実
施

し
な
か
っ
た
。
今
後
の
実
施
は
、

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
不
測
の
事

態
が
生
じ
た
際
な
ど
に
判
断
す
る
。

②
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て

Q
　
申
請
手
続
の
簡
素
化
に
向
け

た
取
組
の
検
討
状
況
は
。

A
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
で

発
行
可
能
な
証
明
書
の
拡
充
に
つ

い
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。
「
書

か
な
い
窓
口
」
は
手
続
の
簡
素
化

に
有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
導
入
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

③
交
通
政
策
に
つ
い
て

Q
　
実
証
実
験
を
し
て
い
る
シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
事
業
の
方
向
性
は
。

A
　
移
動
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て

重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
お
り
、
順
調
に
利
用
が
伸

び
て
い
る
。
令
和
５
年
度
以
降
も

事
業
継
続
の
方
向
で
運
営
事
業
者

と
協
議
し
て
い
く
。

①
び
ん
沼
自
然
公
園
整
備
事
業
に

つ
い
て

Q
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
工

法
が
、
客
土
を
行
わ
ず
に
暗
渠
排

水
に
よ
る
工
法
へ
と
計
画
変
更
さ

れ
た
。
今
後
も
更
な
る
予
算
の
肥

大
化
が
起
こ
り
う
る
の
で
は
。

A
　
今
後
、
計
画
変
更
と
予
算
の

増
額
は
想
定
し
て
な
い
。

Q
　
止
水
壁
の
図
面
で
、
六
価
ク

ロ
ム
対
応
型
と
あ
る
が
市
と
し
て

の
見
解
は
。

A
　
セ
メ
ン
ト
系
の
改
良
剤
と
い

う
こ
と
で
認
識
し
て
い
る
。

Q
　
六
価
ク
ロ
ム
は
発
が
ん
性
物

質
で
第
二
の
ア
ス
ベ
ス
ト
で
あ
る
。

六
価
ク
ロ
ム
対
応
型
で
あ
っ
て
も

あ
く
ま
で
影
響
を
軽
減
す
る
だ
け

で
、
土
と
攪
拌
す
る
と
成
分
に
よ

っ
て
は
化
学
反
応
を
起
こ
し
、
最

終
的
に
は
六
価
ク
ロ
ム
と
な
っ
て

土
壌
等
を
汚
染
す
る
危
険
性
が
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

A
　
環
境
に
配
慮
し
た
セ
メ
ン
ト

改
良
剤
は
、
一
般
的
な
土
木
工
事

で
も
使
わ
れ
て
い
る
。

①
公
園
の
利
活
用
に
つ
い
て

Q
　
時
間
帯
に
よ
っ
て
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
等
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

A
　
都
市
公
園
条
例
の
禁
止
事
項

の
占
有
利
用
に
当
た
る
た
め
、
現

在
利
用
許
可
を
し
て
い
な
い
。
今

後
は
利
用
者
の
声
を
聞
き
、
周
辺

地
域
へ
の
周
知
や
理
解
醸
成
を
含

め
検
討
し
て
い
く
。

②
保
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

Q
　
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
持
ち

帰
り
廃
止
の
検
討
状
況
は
。

A
　
現
状
、
公
立
と
民
間
の
施
設

で
対
応
が
異
な
っ
て
い
る
点
、
持

ち
帰
り
の
際
、
袋
を
二
重
以
上
の

状
態
に
す
る
な
ど
の
感
染
対
策
も

行
っ
て
い
る
点
、
保
育
士
の
負
担

面
で
は
あ
ま
り
変
化
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
点
か
ら
、
検
討
し
て
い

な
い
。

③
市
内
中
学
校
の
制
服
に
つ
い
て

Q
　
新
制
服
へ
移
行
す
る
場
合
の

周
知
方
法
に
つ
い
て
。

A
　
表
記
方
法
含
め
、
制
服
検
討

委
員
会
等
で
検
討
し
て
い
く
。

①
公
共
の
場
に
女
性
専
用
ト
イ
レ

の
設
置
を

Q
　
女
性
専
用
ト
イ
レ
を
設
置
し

な
い
公
園
が
あ
る
が
、
女
性
専
用

ト
イ
レ
を
設
置
す
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。
市
の
見
解
は
。

A
　
地
域
住
民
の
声
を
聞
い
て
検

討
す
る
。

②
全
て
の
小
中
特
別
支
援
学
校
に

生
理
用
品
の
設
置
を

Q
　
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

を
設
置
す
る
べ
き
。
現
状
の
保
健

室
で
配
布
す
る
方
法
で
は
、
必
要

な
生
徒
に
届
か
な
い
。

A
　
い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え

養
護
教
諭
等
と
検
討
す
る
。

③
市
内
循
環
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正

に
伴
う
地
域
の
声
に
つ
い
て

Q
　
鶴
瀬
東
地
域
、
特
に
前
谷
エ

リ
ア
か
ら
バ
ス
が
減
便
さ
れ
て
困

っ
て
い
る
と
い
う
声
を
伺
う
。
ダ

イ
ヤ
を
再
び
見
直
す
考
え
は
。

A
　
運
転
手
不
足
の
た
め
難
し
い
。

Q
　
運
転
手
の
処
遇
改
善
に
つ
い

て
は
事
前
に
検
討
し
た
の
か
。

A
　
検
討
し
て
い
な
い
。

①
新
た
な
公
共
施
設
の
運
営
に
つ

い
て

Q
　
茨
城
県
境
町
で
は
、
公
共
施

設
を
建
設
す
る
際
、
建
設
費
は
自

治
体
が
負
担
す
る
が
、
民
間
業
者

よ
り
施
設
利
用
料
を
徴
収
し
、
町

の
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る
「
境
町
モ

デ
ル
」
を
確
立
し
て
い
る
。
本
市

も
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

A
　
と
て
も
興
味
深
い
話
で
あ
る
。

検
討
や
研
究
を
し
て
い
く
。

②
コ
ロ
ナ
禍
の
事
業
者
支
援
に
つ

い
て

Q
　
コ
ロ
ナ
禍
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
事
業
者
に
お
い
て
、

職
員
不
足
に
よ
る
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
支
援
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
　
県
で
実
施
し
て
い
る
事
業
の

周
知
を
し
て
い
る
。

③
学
校
プ
ー
ル
開
放
に
つ
い
て

Q
　
小
学
生
以
上
と
い
う
制
限
が

あ
る
。
幼
児
専
用
プ
ー
ル
を
設
け

る
な
ど
幼
児
も
楽
し
め
る
取
組
を
。

A
　
趣
旨
は
理
解
す
る
と
こ
ろ
だ

が
、
課
題
が
多
く
、
難
し
い
。

①
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

Q
　
び
ん
沼
自
然
公
園
の
多
目
的

ト
イ
レ
に
介
護
ベ
ッ
ド
の
設
置
を
。

A
　
新
規
に
設
置
し
た
。

Q
　
び
ん
沼
自
然
公
園
の
関
連
施

設
な
ど
の
利
用
料
金
の
減
免
を
。

A
　
減
免
を
決
定
し
た
。

②
お
金
の
相
談
窓
口
の
設
置
を

Q
　
お
金
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
得
ら
れ
る
環
境
の
提
供
を
。

A
　
知
識
や
情
報
を
学
ぶ
機
会
と

し
て
、
必
要
に
応
じ
て
マ
ネ
ー
講

座
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

Q
　
市
民
相
談
の
一
環
と
し
て
家

計
な
ど
の
相
談
窓
口
の
設
置
を
。

A
　
関
連
す
る
相
談
先
な
ど
の
案

内
や
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
事
業
の

開
催
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

③
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

Q
　
現
時
点
で
の
生
徒
、
保
護
者
、

教
員
へ
の
対
応
は
。

A
　
設
置
し
た
部
活
動
検
討
委
員

会
で
慎
重
に
丁
寧
に
対
応
す
る
。

Q
　
人
材
派
遣
会
社
の
活
用
を
視

野
に
持
続
可
能
な
対
応
を
。

A
　
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

関
野
　
兼
太
郎（
21・未
来
ク
ラ
ブ
）

せ
き
の

か
ね
た
ろ
う

佐
野
　
正
幸（
21・未
来
ク
ラ
ブ
）

さ

の

ま
さ
ゆ
き

深
瀬
　
優
子（
公
明
党
）

ふ
か
せ

ゆ
う
こ

尾
崎
　
孝
好（
21・未
来
ク
ラ
ブ
）

お
ざ
き

た
か
よ
し

根
岸
　
操
無
会
派（
立
憲
）

ね
ぎ
し

み
さ
お

篠
原
　
通
裕（
公
明
党
）

し
の
は
ら

み
ち
ひ
ろ

木
村
　
邦
憲（
日
本
共
産
党
）

き
む
ら

く
に
の
り

宮
尾
　
玲（
日
本
共
産
党
）

み
や
お

り
ょ
う

小
川
　
匠（
日
本
共
産
党
）

お
が
わ

た
く
み

川
畑
　
勝
弘（
日
本
共
産
党
）

か
わ
ば
た

か
つ
ひ
ろ

山
下
　
淑
子（
公
明
党
）

や
ま
し
た

よ
し
こ

小
泉
　
陽（
21・未
来
ク
ラ
ブ
）

こ
い
ず
み

あ
き
ら

篠
田
　
剛（
公
明
党
）

し
の
だ

つ
よ
し

た田
中
　
栄
志（
21・未
来
ク
ラ
ブ
）

な
か

た
か
し

加
賀
　
奈
々
恵（
草
の
根
）

か

が

な

な

え

熊
谷
　
麗（
草
の
根
）

く
ま
が
い

う
ら
ら

村
元
　
寛（
草
の
根
）

む
ら
も
と

ひ
ろ
し

今
成
　
優
太（
草
の
根
）

い
ま
な
り

ゆ
う
た

い伊
勢
田
　
幸
正
無
会
派（
日
本
維
新
の
会
）

い

せ

だ

ゆ
き
ま
さ

富士見市議会

■次回定例会のお知らせ■

　　１１月２９日（火）　開会・議案内容説明

　　１２月　２日（金）　議案総括質疑

　　１２月　６日（火）　総務常任委員会

　　１２月　７日（水）　文教福祉常任委員会

　　１２月　８日（木）　建設環境常任委員会　

　　１２月　９日（金）～１５日（木）

　　　　　　　　　　　　市政一般質問　　

　　１２月１６日（金）　予算決算常任委員会

　　１２月２１日（水）　委員長報告・採決・閉会

※日程は変更になる場合もあります。

あ
ん
き
ょ

か
く
は
ん

今年４月に開園した鶴瀬東１丁目公園

部活動の様子

市政一般質問市政一般質問
市民の皆さんの生活にかかわる諸問題
や富士見市の課題などについて市議会
議員が市に対して質問を行いました。
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議会映像をインターネットで配信中！
　本会議を生放送
　本会議終了後１週間程度で配信

ライブ中継
録 画 映 像

または
中継

　議員顔写真下の　　　　　　　をスマートフォンや
タブレットなどで読み取ると、それぞれの議員の市政
一般質問一覧や、議場で質問したときの録画映像にア
クセスできます。
　なお、最新映像の公開には時間がかかる場合もござ
いますので、ご了承ください。

①
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
及
ぼ
す
子
ど
も
た
ち
へ

の
影
響
に
つ
い
て

Q
　
市
内
の
児
童
虐
待
の
実
態
は
。

A
　
令
和
３
年
度
は
、
市
へ
の
通

報
が
228
件
で
、
そ
の
う
ち
16
件
を

児
童
相
談
所
に
通
知
し
た
。

Q
　
医
療
機
関
で
の
対
応
は
。

A
　
虐
待
の
疑
い
が
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
、
医
療
機
関
は
児
童
相

談
所
に
通
報
す
る
が
、
そ
の
情
報

は
市
も
共
有
す
る
。

Q
　
様
々
な
事
情
で
保
育
所
や
幼

稚
園
に
通
っ
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ

る
無
園
児
へ
の
対
応
は
。

A
　
乳
幼
児
健
診
の
機
会
な
ど
で

リ
ス
ト
化
し
、
支
援
を
行
う
。

②
様
々
な
分
野
に
及
ぶ
各
種
計
画

に
つ
い
て

Q
　
第
三
次
富
士
見
市
地
域
福
祉

計
画
で
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
て
い
る
全
世
代
型
サ
ロ
ン

の
実
施
状
況
は
。

A
　
多
く
の
人
が
集
ま
る
サ
ロ
ン

の
開
催
自
体
が
困
難
と
な
り
、
活

動
が
停
滞
し
て
い
る
。

①
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
活
用

Q
　
市
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ア
カ

ウ
ン
ト
を
収
益
化
し
、
市
の
財
源

化
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
本
市
も

新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
は
。

A
　
先
行
し
て
い
る
市
に
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
職
員
の
作
業
負

担
も
少
な
く
、
広
告
の
内
容
も
あ

る
程
度
指
定
で
き
、
市
の
ブ
ラ
ン

ド
を
損
な
わ
な
い
こ
と
等
が
確
認

で
き
た
。
収
益
化
に
は
登
録
者

1000

人
以
上
、
過
去
12
か
月
の
再
生
時

間
4000
時
間
が
必
要
だ
が
、
本
市
の

場
合
は
登
録
者
数
が
868
人
、
再
生

時
間
が
1850
時
間
で
ま
だ
収
益
化
の

要
件
を
満
た
す
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
今
後
要
件
を
満
た
し
た
ら
検

討
し
た
い
。

②
消
費
者
問
題
に
つ
い
て

Q
　
４
月
か
ら
18
歳
成
人
が
施
行

さ
れ
た
が
、
新
た
に
成
人
と
な
っ

た
年
代
か
ら
の
相
談
状
況
は
。

A
　
２
件
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に

関
す
る
相
談
が
あ
っ
た
が
、
い
ず

れ
も
解
決
し
て
い
る
。

①
子
ど
も
の
安
全
・
子
育
て
環
境

の
向
上
に
つ
い
て

Q
　
「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る

条
例
」
の
制
定
を
。

A
　
現
時
点
で
制
定
す
る
考
え
は

な
い
が
、
全
て
の
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
し

っ
か
り
推
進
し
て
い
く
。

Q
　
改
め
て
、
18
歳
（
高
校
生
世

代
）
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
を
。

A
　
検
討
し
て
い
な
い
。

②
健
康
で
安
心
・
活
き
活
き
暮
ら

せ
る
た
め
に

Q
　
高
齢
者
に
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
購
入
の
補
助
を
。

A
　
他
の
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

Q
　
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
行
っ

て
い
る
団
体
が
、
冷
蔵
や
冷
凍
保

存
が
必
要
な
食
品
を
一
時
的
に
保

管
で
き
る
共
用
冷
蔵
庫
の
設
置
を
。

A
　
保
管
場
所
の
確
保
に
努
め
る
。

Q
　
常
設
型
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ
）
と

し
て
の
共
用
冷
蔵
庫
の
設
置
を
。

A
　
先
進
事
例
を
注
視
し
て
い
く
。

①
防
災
マ
ン
シ
ョ
ン
認
定
制
度
の

導
入
を

Q
　
対
策
を
実
施
し
て
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
を
「
防
災
力
向
上
マ
ン
シ

ョ
ン
」
と
し
て
市
が
認
定
し
て
は
。

A
　
新
し
い
制
度
で
も
あ
る
の
で

近
隣
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
、

効
果
等
、
研
究
を
し
て
い
く
。

②
高
齢
者
の
相
談
体
制
に
つ
い
て

Q
　
現
在
５
か
所
あ
る
窓
口
を
シ

ン
プ
ル
な
名
称
で
一
本
化
を
。

A
　
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
に
お
い
て

相
談
窓
口
と
し
て
馴
染
ん
で
き
た

の
で
、
一
本
化
は
考
え
て
い
な
い
。

③
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
（
聞
こ

え
の
衰
え
）
へ
の
対
策
を

Q
　
様
々
な
方
法
で
ヒ
ア
リ
ン
グ

フ
レ
イ
ル
に
関
す
る
知
識
や
情
報

の
周
知
を
。

A
　
周
知
啓
発
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

Q
　
財
源
を
考
慮
し
、
必
要
度
の

高
い
対
象
者
を
優
先
し
た
補
聴
器

の
購
入
助
成
制
度
の
導
入
を
。

A
　
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
っ
た
上

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

①
星
野
市
政
２
期
目
の
中
間
検
証

に
つ
い
て

Q
　
２
期
目
の
２
年
間
を
振
り
返

っ
て
の
所
見
は
。

A
　
こ
れ
ま
で
の
２
年
間
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

「
ふ
じ
み
☆
ビ
ジ
ョ
ン
30
+
２
Ｎ

Ｄ
　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
」
と
、
こ
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
反
映
し
た
第
６
次
基
本
構

想
・
第
１
期
基
本
計
画
を
し
っ
か

り
と
前
に
進
め
て
き
た
。

Q
　
２
期
目
後
半
に
向
け
て
の
所

信
は
。

A
　
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
施
策

を
一
層
推
進
し
、
完
成
さ
せ
、
さ

ら
な
る
ス
テ
ー
ジ
に
飛
躍
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
た
い
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
基
づ
く
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

第
６
次
基
本
構
想
で
掲
げ
る
理
想

の
未
来
で
あ
る
「
誰
も
が
自
分
ら

し
く
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力

で
市
政
運
営
に
取
り
組
む
所
存
で

あ
る
。

①
認
知
症
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

Q
　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の

役
割
に
「
認
知
症
の
人
と
家
族
へ

の
一
体
的
支
援
事
業
」
の
企
画
・

調
整
を
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
追

加
し
た
。
本
市
で
の
取
組
は
。

A
　
一
体
的
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

新
た
な
社
会
資
源
と
し
て
、
認
知

症
の
ご
本
人
と
家
族
の
、
診
断
直

後
か
ら
の
家
族
の
関
わ
り
方
を
専

門
的
に
支
え
調
整
す
る
場
を
目
指

す
も
の
で
、
既
存
の
社
会
資
源
を

活
用
し
な
が
ら
地
域
の
専
門
職
や

関
係
者
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
検
討
し
て
い
く
。

②
鶴
瀬
駅
東
口
周
辺
の
魅
力
と
価

値
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り

Q
　
鶴
瀬
東
１
丁
目
に
集
会
所
機

能
を
兼
ね
備
え
た
施
設
の
設
置
を
。

A
　
民
間
施
設
活
用
は
、
財
政
負

担
を
伴
い
、
貸
主
側
の
都
合
に
よ

る
移
転
や
閉
鎖
に
よ
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
へ
の
影
響
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
他
の
公
共
施
設
と
の
複

合
化
に
関
し
て
は
、
検
討
対
象
と

な
る
施
設
の
建
替
え
予
定
は
な
い
。

①
教
育
行
政
に
つ
い
て

Q
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
導
入
は
児

童
生
徒
の
自
主
性
を
育
む
、
助
け

合
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
な
ど
の
効
果
も
期
待
で

き
る
と
認
識
し
て
い
る
が
現
状
は
。

A
　
他
者
と
の
関
わ
り
、
主
体
的

な
学
び
の
一
助
に
も
な
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

Q
　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
を
可
能
な
限

り
全
て
の
学
校
で
取
り
組
む
環
境

の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
。

A
　
令
和
５
年
度
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

②
び
ん
沼
自
然
公
園
整
備
事
業
に

つ
い
て

Q
　
期
待
す
る
声
が
あ
る
一
方
で

心
配
す
る
声
も
聞
か
れ
る
。
費
用

対
効
果
も
含
め
、
事
業
の
具
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
が
必
要
で
は
。

A
　
不
安
を
払
拭
で
き
る
よ
う
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
　
賑
わ
い
づ
く
り
に
向
け
て
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
も
必
要
で
は
。

A
　
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
、
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

Q
　
ワ
ク
チ
ン
対
応
の
状
況
は
。

A
　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
す
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
医
師
会
な
ど

と
速
や
か
に
安
全
に
接
種
が
で
き

る
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
。

②
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
行
政
の
役

割
に
つ
い
て

Q
　
学
校
開
放
で
の
体
育
館
空
調

設
備
利
用
に
つ
い
て
、
方
向
性
は
。

A
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
り
、

利
用
料
金
徴
収
に
つ
い
て
検
討
し

た
り
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
鶴
瀬
駅
東
口
地
域
に
つ
い
て

Q
　
区
画
整
理
地
内
の
交
差
点
で

事
故
が
起
き
た
の
で
、
注
意
喚
起

看
板
の
他
に
も
安
全
対
策
を
。

A
　
一
時
停
止
等
含
め
た
地
域
全

体
の
安
全
規
制
の
協
議
を
行
う
。

Q
　
鶴
瀬
東
１
丁
目
公
園
に
市
掲

示
板
設
置
を
。

A
　
公
園
内
に
設
置
す
る
。

Q
　
権
平
川
の
蓋
掛
け
の
進
捗
は
。

A
　
来
年
度
の
工
事
実
施
に
向
け

て
設
計
中
で
あ
る
。

①
災
害
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

Q
　
浸
水
時
に
お
け
る
富
士
見
台

中
学
校
や
集
会
所
な
ど
へ
、
短
期

避
難
所
の
設
置
と
避
難
所
開
設
キ

ッ
ト
や
備
蓄
品
の
整
備
を
。

A
　
災
害
対
策
本
部
の
判
断
に
よ

り
小
学
校
を
主
体
と
し
て
避
難
所

を
開
設
し
て
い
る
。
小
学
校
以
外

の
避
難
所
に
つ
い
て
は
災
害
規
模

に
応
じ
て
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
避
難
所
開
設
キ
ッ
ト
の

設
置
は
現
状
の
小
学
校
か
ら
中
学

校
や
公
民
館
に
も
広
げ
て
い
く
。

Q
　
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
の
際
、

下
水
道
施
設
に
よ
る
影
響
と
水
道

利
用
を
控
え
る
協
力
を
呼
び
掛
け

る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

A
　
下
水
道
管
内
が
雨
水
で
満
水

状
態
と
な
る
と
通
常
の
汚
水
の
排

水
が
阻
害
さ
れ
る
。
低
地
地
域
で

は
管
路
内
の
圧
力
上
昇
で
汚
水
が

マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
溢
れ
る
現
象
が

見
受
け
ら
れ
る
。
水
道
の
利
用
を

控
え
る
こ
と
は
大
き
な
効
果
が
あ

る
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

節
水
へ
の
協
力
依
頼
を
し
て
い
く
。

①
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

Q
　
子
ど
も
の
「
参
加
す
る
権
利
」

が
特
に
大
事
。
子
ど
も
議
会
、
子
ど

も
会
議
の
定
期
開
催
の
考
え
は
。

A
　
子
ど
も
の
考
え
の
反
映
方
法

を
他
市
事
例
等
で
調
査
し
て
い
く
。

②
障
が
い
の
あ
る
青
年
た
ち
の
学

校
卒
業
後
の
夕
方
支
援
に
つ
い
て

Q
　
夕
方
の
日
中
一
時
支
援
事
業

所
へ
の
補
助
を
し
て
は
ど
う
か
。

A
　
夕
方
の
支
援
が
少
な
い
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
不
安
の
な

い
日
常
が
送
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

Q
　
通
所
事
業
所
で
の
延
長
対
応

の
協
力
要
請
を
し
て
は
ど
う
か
。

A
　
延
長
対
応
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

③
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
に
つ
い
て

Q
　
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
。

A
　
現
在
、
接
種
は
任
意
と
な
る

た
め
助
成
の
考
え
は
な
い
。
定
期

予
防
接
種
化
し
た
時
に
接
種
を
推

進
す
る
。
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
情

報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

①
環
境
施
策
に
つ
い
て

Q
　
市
が
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
の
あ
る
事
業
を
行
う
際
に
、

法
律
や
条
例
の
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
で
も
自
ら
環
境
配
慮
に
関
す

る
検
討
を
行
う
「
自
主
的
な
環
境

配
慮
の
取
組
」
実
施
の
考
え
は
。

A
　
事
業
を
所
管
す
る
部
局
で
は
、

計
画
段
階
や
実
施
段
階
に
お
い
て

環
境
影
響
の
把
握
や
対
策
を
図
り

な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
る
た

め
、
一
律
に
自
主
的
な
環
境
調
査

を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

Q
　
循
環
型
の
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
、
チ
ッ
プ
や
燃
料
に
な
る
剪

定
枝
及
び
石
け
ん
や
タ
イ
ヤ
の
原

料
に
な
る
食
用
廃
油
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
市
と
し
て
行
っ
て
は
ど
う
か
。

A
　
剪
定
枝
・
食
用
廃
油
と
も
に
、

資
源
化
に
向
け
調
査
・
研
究
中
。

②
公
営
プ
ー
ル
の
整
備
に
つ
い
て

Q
　
富
士
見
ガ
ー
デ
ン
ビ
ー
チ
が

閉
園
し
た
が
プ
ー
ル
を
望
む
声
は

多
い
。
市
の
見
解
は
。

A
　
新
た
な
公
営
プ
ー
ル
の
整
備

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。

①
西
出
張
所
の
早
期
再
開
を

Q
　
６
月
の
定
例
会
で
早
期
再
開

を
求
め
る
陳
情
が
賛
成
16
、
反
対

４
と
い
う
大
差
で
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
を
重
く
受
け
止
め
、
早

急
に
具
体
的
な
対
応
を
す
べ
き
。

A
　
現
時
点
で
は
検
討
段
階
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

②
障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て

Q
　
作
業
所
で
の
日
々
の
就
労
が

終
わ
っ
た
後
に
、
集
え
る
場
所
が

欲
し
い
と
い
う
声
が
利
用
者
や
家

族
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
市
と

し
て
支
援
を
す
べ
き
。

A
　
関
係
者
と
よ
り
良
い
支
援
に

向
け
て
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

③
コ
ロ
ナ
対
策
の
拡
充
を

Q
　
多
く
の
市
内
中
小
事
業
者
は

コ
ロ
ナ
危
機
と
原
材
料
費
等
の
高

騰
で
二
重
苦
に
陥
っ
て
い
る
。
支

援
策
を
講
じ
る
べ
き
。

A
　
国
と
県
の
動
向
を
見
な
が
ら

追
加
支
援
策
を
改
め
て
検
討
す
る
。

Q
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
と
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
の
無
料
配
布
を
す
べ
き
。

A
　
実
施
と
拡
充
の
考
え
は
な
い
。

①
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

Q
　
子
ど
も
の
均
等
割
に
対
し
、

市
の
独
自
減
免
を
。

A
　
今
後
、
保
険
税
を
県
内
で
統

一
し
て
い
く
た
め
、
市
の
独
自
施

策
は
考
え
て
い
な
い
。

②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管

理
者
制
度
に
つ
い
て

Q
　
随
意
指
定
の
基
準
の
改
定
で

ど
う
い
う
変
化
が
生
じ
る
の
か
。

A
　
現
在
の
内
容
を
上
回
る
提
案

が
さ
れ
児
童
は
こ
れ
ま
で
以
上
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
と
認
識
。

Q
　
５
年
ご
と
に
運
営
事
業
者
が

変
わ
れ
ば
、
安
定
性
、
継
続
性
が

損
な
わ
れ
る
。
公
募
に
よ
る
民
間

業
者
参
入
で
、
春
日
部
市
で
は
ト

ラ
イ
が
参
入
し
た
が
支
援
員
が
集

ま
ら
ず
、
保
護
者
が
裁
判
を
起
こ

し
て
い
る
。
新
座
市
や
ふ
じ
み
野

市
で
は
シ
ダ
ッ
ク
ス
だ
が
、
人
の

入
れ
替
わ
り
が
激
し
い
と
聞
い
た
。

こ
れ
で
は
子
ど
も
の
最
善
の
利
益

は
守
れ
な
い
。
再
検
討
を
。

A
　
新
し
い
ル
ー
ル
に
基
づ
き
行

っ
て
い
く
。

①
サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て

Q
　
実
施
状
況
は
。

A
　
財
源
確
保
の
見
通
し
が
立
っ

た
た
め
令
和
５
年
度
予
算
編
成
に

向
け
た
サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
は
実
施

し
な
か
っ
た
。
今
後
の
実
施
は
、

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
不
測
の
事

態
が
生
じ
た
際
な
ど
に
判
断
す
る
。

②
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て

Q
　
申
請
手
続
の
簡
素
化
に
向
け

た
取
組
の
検
討
状
況
は
。

A
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
で

発
行
可
能
な
証
明
書
の
拡
充
に
つ

い
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。
「
書

か
な
い
窓
口
」
は
手
続
の
簡
素
化

に
有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
導
入
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

③
交
通
政
策
に
つ
い
て

Q
　
実
証
実
験
を
し
て
い
る
シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
事
業
の
方
向
性
は
。

A
　
移
動
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て

重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
お
り
、
順
調
に
利
用
が
伸

び
て
い
る
。
令
和
５
年
度
以
降
も

事
業
継
続
の
方
向
で
運
営
事
業
者

と
協
議
し
て
い
く
。

①
び
ん
沼
自
然
公
園
整
備
事
業
に

つ
い
て

Q
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
工

法
が
、
客
土
を
行
わ
ず
に
暗
渠
排

水
に
よ
る
工
法
へ
と
計
画
変
更
さ

れ
た
。
今
後
も
更
な
る
予
算
の
肥

大
化
が
起
こ
り
う
る
の
で
は
。

A
　
今
後
、
計
画
変
更
と
予
算
の

増
額
は
想
定
し
て
な
い
。

Q
　
止
水
壁
の
図
面
で
、
六
価
ク

ロ
ム
対
応
型
と
あ
る
が
市
と
し
て

の
見
解
は
。

A
　
セ
メ
ン
ト
系
の
改
良
剤
と
い

う
こ
と
で
認
識
し
て
い
る
。

Q
　
六
価
ク
ロ
ム
は
発
が
ん
性
物

質
で
第
二
の
ア
ス
ベ
ス
ト
で
あ
る
。

六
価
ク
ロ
ム
対
応
型
で
あ
っ
て
も

あ
く
ま
で
影
響
を
軽
減
す
る
だ
け

で
、
土
と
攪
拌
す
る
と
成
分
に
よ

っ
て
は
化
学
反
応
を
起
こ
し
、
最

終
的
に
は
六
価
ク
ロ
ム
と
な
っ
て

土
壌
等
を
汚
染
す
る
危
険
性
が
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

A
　
環
境
に
配
慮
し
た
セ
メ
ン
ト

改
良
剤
は
、
一
般
的
な
土
木
工
事

で
も
使
わ
れ
て
い
る
。

①
公
園
の
利
活
用
に
つ
い
て

Q
　
時
間
帯
に
よ
っ
て
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
等
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

A
　
都
市
公
園
条
例
の
禁
止
事
項

の
占
有
利
用
に
当
た
る
た
め
、
現

在
利
用
許
可
を
し
て
い
な
い
。
今

後
は
利
用
者
の
声
を
聞
き
、
周
辺

地
域
へ
の
周
知
や
理
解
醸
成
を
含

め
検
討
し
て
い
く
。

②
保
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

Q
　
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
持
ち

帰
り
廃
止
の
検
討
状
況
は
。

A
　
現
状
、
公
立
と
民
間
の
施
設

で
対
応
が
異
な
っ
て
い
る
点
、
持

ち
帰
り
の
際
、
袋
を
二
重
以
上
の

状
態
に
す
る
な
ど
の
感
染
対
策
も

行
っ
て
い
る
点
、
保
育
士
の
負
担

面
で
は
あ
ま
り
変
化
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
点
か
ら
、
検
討
し
て
い

な
い
。

③
市
内
中
学
校
の
制
服
に
つ
い
て

Q
　
新
制
服
へ
移
行
す
る
場
合
の

周
知
方
法
に
つ
い
て
。

A
　
表
記
方
法
含
め
、
制
服
検
討

委
員
会
等
で
検
討
し
て
い
く
。

①
公
共
の
場
に
女
性
専
用
ト
イ
レ

の
設
置
を

Q
　
女
性
専
用
ト
イ
レ
を
設
置
し

な
い
公
園
が
あ
る
が
、
女
性
専
用

ト
イ
レ
を
設
置
す
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。
市
の
見
解
は
。

A
　
地
域
住
民
の
声
を
聞
い
て
検

討
す
る
。

②
全
て
の
小
中
特
別
支
援
学
校
に

生
理
用
品
の
設
置
を

Q
　
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

を
設
置
す
る
べ
き
。
現
状
の
保
健

室
で
配
布
す
る
方
法
で
は
、
必
要

な
生
徒
に
届
か
な
い
。

A
　
い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え

養
護
教
諭
等
と
検
討
す
る
。

③
市
内
循
環
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正

に
伴
う
地
域
の
声
に
つ
い
て

Q
　
鶴
瀬
東
地
域
、
特
に
前
谷
エ

リ
ア
か
ら
バ
ス
が
減
便
さ
れ
て
困

っ
て
い
る
と
い
う
声
を
伺
う
。
ダ

イ
ヤ
を
再
び
見
直
す
考
え
は
。

A
　
運
転
手
不
足
の
た
め
難
し
い
。

Q
　
運
転
手
の
処
遇
改
善
に
つ
い

て
は
事
前
に
検
討
し
た
の
か
。

A
　
検
討
し
て
い
な
い
。

①
新
た
な
公
共
施
設
の
運
営
に
つ

い
て

Q
　
茨
城
県
境
町
で
は
、
公
共
施

設
を
建
設
す
る
際
、
建
設
費
は
自

治
体
が
負
担
す
る
が
、
民
間
業
者

よ
り
施
設
利
用
料
を
徴
収
し
、
町

の
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る
「
境
町
モ

デ
ル
」
を
確
立
し
て
い
る
。
本
市

も
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

A
　
と
て
も
興
味
深
い
話
で
あ
る
。

検
討
や
研
究
を
し
て
い
く
。

②
コ
ロ
ナ
禍
の
事
業
者
支
援
に
つ

い
て

Q
　
コ
ロ
ナ
禍
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
事
業
者
に
お
い
て
、

職
員
不
足
に
よ
る
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
支
援
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
　
県
で
実
施
し
て
い
る
事
業
の

周
知
を
し
て
い
る
。

③
学
校
プ
ー
ル
開
放
に
つ
い
て

Q
　
小
学
生
以
上
と
い
う
制
限
が

あ
る
。
幼
児
専
用
プ
ー
ル
を
設
け

る
な
ど
幼
児
も
楽
し
め
る
取
組
を
。

A
　
趣
旨
は
理
解
す
る
と
こ
ろ
だ

が
、
課
題
が
多
く
、
難
し
い
。

①
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

Q
　
び
ん
沼
自
然
公
園
の
多
目
的

ト
イ
レ
に
介
護
ベ
ッ
ド
の
設
置
を
。

A
　
新
規
に
設
置
し
た
。

Q
　
び
ん
沼
自
然
公
園
の
関
連
施

設
な
ど
の
利
用
料
金
の
減
免
を
。

A
　
減
免
を
決
定
し
た
。

②
お
金
の
相
談
窓
口
の
設
置
を

Q
　
お
金
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
得
ら
れ
る
環
境
の
提
供
を
。

A
　
知
識
や
情
報
を
学
ぶ
機
会
と

し
て
、
必
要
に
応
じ
て
マ
ネ
ー
講

座
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

Q
　
市
民
相
談
の
一
環
と
し
て
家

計
な
ど
の
相
談
窓
口
の
設
置
を
。

A
　
関
連
す
る
相
談
先
な
ど
の
案

内
や
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
事
業
の

開
催
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

③
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

Q
　
現
時
点
で
の
生
徒
、
保
護
者
、

教
員
へ
の
対
応
は
。

A
　
設
置
し
た
部
活
動
検
討
委
員

会
で
慎
重
に
丁
寧
に
対
応
す
る
。

Q
　
人
材
派
遣
会
社
の
活
用
を
視

野
に
持
続
可
能
な
対
応
を
。

A
　
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

関
野
　
兼
太
郎（
21・未
来
ク
ラ
ブ
）

せ
き
の

か
ね
た
ろ
う

佐
野
　
正
幸（
21・未
来
ク
ラ
ブ
）

さ

の

ま
さ
ゆ
き

深
瀬
　
優
子（
公
明
党
）

ふ
か
せ

ゆ
う
こ

尾
崎
　
孝
好（
21・未
来
ク
ラ
ブ
）

お
ざ
き

た
か
よ
し

根
岸
　
操
無
会
派（
立
憲
）

ね
ぎ
し

み
さ
お

篠
原
　
通
裕（
公
明
党
）

し
の
は
ら

み
ち
ひ
ろ

木
村
　
邦
憲（
日
本
共
産
党
）

き
む
ら

く
に
の
り

宮
尾
　
玲（
日
本
共
産
党
）

み
や
お

り
ょ
う

小
川
　
匠（
日
本
共
産
党
）

お
が
わ

た
く
み

川
畑
　
勝
弘（
日
本
共
産
党
）

か
わ
ば
た

か
つ
ひ
ろ

山
下
　
淑
子（
公
明
党
）

や
ま
し
た

よ
し
こ

小
泉
　
陽（
21・未
来
ク
ラ
ブ
）

こ
い
ず
み

あ
き
ら

篠
田
　
剛（
公
明
党
）

し
の
だ

つ
よ
し

た田
中
　
栄
志（
21・未
来
ク
ラ
ブ
）

な
か

た
か
し

加
賀
　
奈
々
恵（
草
の
根
）

か

が

な

な

え

熊
谷
　
麗（
草
の
根
）

く
ま
が
い

う
ら
ら

村
元
　
寛（
草
の
根
）

む
ら
も
と

ひ
ろ
し

今
成
　
優
太（
草
の
根
）

い
ま
な
り

ゆ
う
た

い伊
勢
田
　
幸
正
無
会
派（
日
本
維
新
の
会
）

い

せ

だ

ゆ
き
ま
さ

富士見市議会

■次回定例会のお知らせ■

　　１１月２９日（火）　開会・議案内容説明

　　１２月　２日（金）　議案総括質疑

　　１２月　６日（火）　総務常任委員会

　　１２月　７日（水）　文教福祉常任委員会

　　１２月　８日（木）　建設環境常任委員会　

　　１２月　９日（金）～１５日（木）

　　　　　　　　　　　　市政一般質問　　

　　１２月１６日（金）　予算決算常任委員会

　　１２月２１日（水）　委員長報告・採決・閉会

※日程は変更になる場合もあります。

あ
ん
き
ょ

か
く
は
ん

今年４月に開園した鶴瀬東１丁目公園

部活動の様子

市政一般質問市政一般質問
市民の皆さんの生活にかかわる諸問題
や富士見市の課題などについて市議会
議員が市に対して質問を行いました。
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令和４年第３回（９月）定例会令和４年第３回（９月）定例会

決算議案に対する各会派等の討論（発言順）

２１・未来クラブ （認定）
　コロナ感染の拡大で、12回もの補正予算
を緊急に組む大変な市政の舵取りが求めら
れた中、ワクチン接種や各給付金等、コロナ
対策を市が一丸となり講じたことをまず評
価 する。また、レガシーを創 出する東 京
2020オリンピック・パラリンピックへの取組、
ＧＩＧＡスクール構想等ＩＣＴの推進、小中
学校体育館へのエアコン設置の設計、びん
沼自然公園の整備など、今後の発展につな
がる事業が実行されたことを評価する。

無会派（日本維新の会） （認定）
　年度で見ると３年目となるコロナ禍の中
でも、４月からスポーツ行政の教育委員会
から市長部局への移管をはじめとする組織
再編、また庁舎建替えの方針が示されるな
ど市政に大きな動きのあった年であった。
　気になる点としては、自主財源確保策に
ついて最近、新たなメニューが出てきてい
ない。既に多くの施策が取り組まれているこ
ともあるが、他自治体では新たな取組をし
ている。本市も研究を。

無会派（立憲） （認定）
　国・県からコロナ関連の補助金や助成金
で市独自事業なのか見えづらかった。約15
億円の黒字で財政調整基金を約7.5億円増
加にしたが独自の支援も更に欲しかった。取
組は引き続く子育て支援やエッセンシャルワ
ーカーへの慰労金などコロナ関連対応を評
価。コロナ禍で個人所得や商工業者もまだ厳
しいので丁寧な対応を望む。学校給食費の
完全無償化や18歳までの子ども医療費無料
化、不用額の効率運用も要望し認定する。

を完了した方に対し、オミクロン株対応ワ
クチンの接種をするための補正

 ［３億2,614万8,000円］
・令和３年度に交付された子育て世帯生活

支援特別給付金事業費補助金（ひとり親
世帯以外分）等の超過交付分を返還する
ための補正

 ［5,166万5,000円］

議案第８３号
工事変更請負契約の締結について

［富士見市びん沼自然公園整備工事（設計・
施工）］ （賛成多数可決）
≪履行期限≫
変更前…令和４年12月28日
変更後…令和５年 ３月24日
 （86日間の延長）
≪請負金額≫
変更前…９億5,480万円
変更後…９億8,499万5,000円
 （3,019万5,000円の増額）
≪請負業者≫
東亜道路工業株式会社 北関東支店

議案第８４号
工事請負契約の締結について

［市立水谷小学校校舎増築工事（設計・施
工）］ （全会一致可決）
≪請負業者・請負金額≫
大和リース株式会社　埼玉支店
 ［５億9,950万円］

議案第６７号
富士見市重度心身障害者医療費支給に関
する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて （全会一致可決）
　重度心身障害者医療費の支給において、
加入している健康保険の保険者から標準負
担額の減額認定を受けているときは、食事
療養標準負担額の全額を助成していますが、
低所得者支援の観点から生活療養標準負
担額の食費分についても助成対象とするた
め、条例の一部を改正するものです。　
 ［令和４年９月28日施行］

議案第６８号
富士見市学校給食の実施及び学校給食費
の管理に関する条例の制定について
 （全会一致可決）
　富士見市立学校における学校給食につ
いて、学校給食費を公会計化するため、条
例を制定するものです。
※公会計化…学校給食費を学校独自の会
計（私会計）で管理するのではなく、市の歳
入歳出予算に組み入れて管理すること。こ
れにより、学校給食費は市の収入となり、食
材の購入に係る費用などは市の支出となる。 
 ［令和５年４月１日施行］

議案第６９号
令和４年度富士見市一般会計補正予算

（第５号） （賛成多数可決）
　既定の予算から５億147万3,000円を増
額し、予算の総額を396億1,854万9,000円
とするものです。
≪主な内容と金額≫
・新型コロナウイルスワクチンの初回接種

日本共産党 （不認定）
　新型コロナ対策として事業者や自宅療養
者への支援などは評価するが、感染拡大を
抑えるために市民や保育施設、学校等にお
けるＰＣＲ等検査体制の拡充が必要だった。
びん沼自然公園へのパークゴルフ場整備は
市民の理解を得られていない。市役所西出
張所は閉鎖から１年以上不便を強いられて
いる。早急に代替施設を整備するべき。新型
コロナから命と暮らしを守り、市民の切実
な願いに寄り添う市政への転換を求める。

公明党 （認定）
　東京2020オリパラ大会縮小開催の中、新
型コロナワクチン追加接種推進など市民の
命を守るための行財政運営となった。２回
の小規模企業者等への支援金給付、自宅療
養者への支援品購入、子育て世帯臨時特別
給付金の一括給付、文化芸術によるまちづ
くり事業補助金、小中学校体育館空調設備
工事設計など、市民に寄り添う施策の展開
を評価する。複雑化する課題を捉え更に質
の高い行政サービス構築を望み認定とする。

草の根 （認定）
　エッセンシャルワーカーに慰労金を給付
したことは評価する。東京2020オリンピッ
ク・パラリンピックのレガシーを、後世に引
き継ぐ取組に期待をする。不登校児童数は
過去最高になった。出張教育相談室などの
取組は今後に繋げてほしい。デマンド交通
は回数などについて検討もすべき。最後に、
大きな減収にならなかったことは好材料。
他自治体のモデルも参考にし、自主財源の
確保に注力し、財政運営に努めてほしい。

令和４年第3回（9月）定例会　審議結果

全
会
一
致
可
決
の
議
案
等

賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
等

※表中、（立）は無会派（立憲）、（維）は無会派（日本維新の会）を省略し表記しています。 ※表中、議案等番号の「議」は議員提出議案です。 ※議長の賛否の表明は議長を除く議員の賛否が同数の場合のみです。 

＊「報告」については採決の対象ではありません
○賛成　×反対

議案等
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等
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議
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議
審

21・未来クラブ 草の根 公明党 日本共産党 （立）（維）
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64 富士見市職員の育児休業等に関する条例及び富士見市職員の勤務時間、休日及び休暇に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 79 令和３年度富士見都市計画事業鶴瀬駅東口土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて

65 富士見市手数料条例等の一部を改正する条例の制定について 80 令和３年度富士見市公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算認定について

67 富士見市重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例の制定について 82 令和３年度富士見市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

68 富士見市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関する条例の制定について 84 工事請負契約の締結について

70 令和４年度富士見市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号） 報告 6 令和３年度公益財団法人キラリ財団決算について

71 令和４年度富士見市介護保険特別会計補正予算（第１号） 報告 7 債権の放棄について

72 令和４年度富士見都市計画事業鶴瀬駅西口土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 陳情 12「不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための経済的支援制度の確立を求める意見
書」の採択を求める陳情（陳情者　沖山芽衣）

73 令和４年度富士見都市計画事業鶴瀬駅東口土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 議 18 不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための経済的支援制度の確立を求める意見
書の提出について

77 令和３年度富士見市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 議 19 性犯罪の実態に即した刑法の更なる改正を求める意見書の提出について

78 令和３年度富士見都市計画事業鶴瀬駅西口土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について 議 21 女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求める意見書の提出について

66 富士見市学校給食センター設置条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 〇 〇 〇 〇 長
議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

69 令和４年度富士見市一般会計補正予算（第５号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 長
議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

74 令和３年度富士見市一般会計歳入歳出決算認定について 認　定 〇 〇 〇 〇 長
議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

75 令和３年度富士見市国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算認定について 認　定 〇 〇 〇 〇 長
議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

76 令和３年度富士見市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定 〇 〇 〇 〇 長
議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

81 令和３年度富士見市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
原案可決　　　
及び認定

〇 〇 〇 〇 長
議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

83 工事変更請負契約の締結について 原案可決 〇 〇 〇 〇 長
議 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

陳情 13 びん沼自然公園整備事業のリスクに関する説明を求める陳情（陳情者　瀬戸口広樹） 不採択 × × × × 長
議 × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇

陳情 14 びん沼自然公園の工事に関する説明会開催を求める陳情 
（陳情者　びん沼自然公園を愛する会　代表者 瀬戸口広樹） 採　択 × × × × 長

議 × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 20 地方の農地の保全と活用のための支援拡充を求める意見書の提出について 原案可決 〇 〇 〇 〇 長
議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇

議 22 政府の原発依存政策に反対し、再生可能エネルギー大幅導入への転換を求める意見書の提出について 否　決 × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議 23 消費税減税を求める意見書の提出について 否　決 × × × × 長
議 × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 24 新型コロナ感染症「第７波」から国民のいのちを守るための意見書の提出について 否　決 × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

　
富
士
見
市
議
会
で
は
、
市
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て
、

10
月
15
日
（
土
）
に
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
午
前
の
部
、
午
後
の
部
の
２
部
制
と
し
、

東
邦
音
楽
大
学
弦
楽
四
重
奏
団
の
皆
さ
ん
に
演
奏
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
延
べ
160
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
議
場
の

独
特
の
雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら
、
素
敵
な
音
楽
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
場
者
の
声

コ
ン
サ
ー
ト
の
内
容
、
雰
囲
気
は
ど
う
で
し
た
か

・
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

・
和
や
か
な
雰
囲
気
で
楽
し
め
た
。

・
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。

・
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
は
あ
ま
り
触
れ
る
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
身
近
な

曲
も
弾
い
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
。

・
す
ぐ
近
く
で
見
ら
れ
た
の
で
奏
者
の
指
の
動
き
ま
で
よ
く
見
え
た
。

・
譜
面
が
読
め
る
ぐ
ら
い
の
距
離
で
鑑
賞
で
き
た
の
は
貴
重
な
体
験

だ
っ
た
。

・
演
奏
を
目
の
前
で
聴
け
て
感
動
し
た
。

・
本
物
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
間
近
で
聴
け
て
よ
い
経
験
に
な
っ
た
。
ま

た
東
邦
音
楽
大
学
の
演
奏
を
聴
き
た
い
。

・
知
っ
て
い
る
曲
が
演
奏
さ
れ
た
の
で
気
持
ち
が
ほ
ぐ
れ
た
。

・
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ア
ニ
メ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
っ
て

楽
し
か
っ
た
。

・
楽
器
本
来
の
音
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

議
場
の
印
象
は
ど
う
で
し
た
か

・
市
役
所
に
来
る
機
会
は
あ
る
が
、
こ
う
い
う
場
が
あ
る
の
か
と
思

っ
た
。

・
傍
聴
に
来
た
こ
と
は
あ
る
が
、
議
員
席
は
違
う
雰
囲
気
だ
っ
た
。

・
と
て
も
神
聖
な
場
所
だ
と
思
っ
た
。
演
奏
の
音
は
と
て
も
聴
き
や

す
か
っ
た
。

・
半
月
形
の
座
席
に
並
び
、
お
互
い
の
顔
を
見
な
が
ら
意
見
を
交
わ

す
の
は
よ
い
と
思
っ
た
。

・
独
特
の
造
り
だ
と
思
っ
た
。

・
初
め
て
入
っ
た
が
、
想
像
と
違
い
緊
張
し
た
。

・
市
長
席
に
座
れ
て
感
動
し
た
。

そ
の
他

・
ま
た
こ
う
い
う
機
会
を
設
け
て
ほ
し
い
。
こ
う
い
う
機
会
は
小
さ

な
子
ど
も
の
教
育
と
し
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

・
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
用
の
ア
ク
リ
ル
板
に
息
苦
し
さ
を
感
じ
た
が
、

し
っ
か
り
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
た
。

・
議
場
の
椅
子
に
座
る
こ
と
が
で
き
て
、
市
政
に
興
味
を
持
っ
た
。

９
月
定
例
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

・
９
月
定
例
会
が
８
月
30
日
（
火
）
か
ら
９
月
28
日
（
水
）
ま
で

の
30
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
今
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度
富
士
見
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
を
は
じ
め
と
す
る
９
件
の
決
算
認
定
や
、
令
和
４
年

度
富
士
見
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
な
ど
に
つ
い
て

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

議場コンサート開催議場コンサート開催市制施行50周年記念


